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男性育休取得のススメ
会社も従業員も家族もハッピーになる！

令
和
4
年
7
月
22
日
㈮
に
、
第
1
回
「
市
長
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
催
。
第
一
部
の
講
義
、
男
性
育
休
に
つ
い
て
、

ジ
ェ
ン
ミ
メ
ン
バ
ー
13
人
が
受
講
し
た
。

え
び
の
電
子
工
業
㈱
代
表
取

締
役
社
長
の
津
曲
氏
。
自
分
自

身
が
男
性
育
休
を
取
得
し
た
経

験
に
つ
い
て
、
社
長
と
し
て
、

男
性
育
休
取
得
経
験
者
と
し
て

講
演
。

り
を
進
め
る
こ
と
が
、
家
族
と

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
を
実

現
さ
せ
た
と
話
す
。

社
長
が
育
休
？

ジ
ェ
ン
ミ
っ
て

何
だ
ろ
う
？

市
長
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。
こ
れ
ま
で
男
女

平
等
参
画
を
推
進
す
る
市
民

会
議
と
い
う
名
前

で
し
た
が
前
回
の

10
回
目
ま
で
を
一

区
切
り
と
し
、
今

回
か
ら
を
ラ
ウ
ン
ド
2
と
位

置
付
け
、
新
た
に
「
市
長
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

」
と
い
う
名
前
に
。
呼
び
や

す
さ
を
考
え
、
愛
称
を
「
ジ

ェ
ン
ミ
」
と
し
た
。
今
回
か

ら
、
学
び
と
対
話
を
セ
ッ
ト

に
し
た
形
で
進
め

て
い
く
。

多
様
な
メ
ン
バ

ー
が
、
学
び
と
対

話
を
通
じ
て
得
た
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

第
二
部
で
は
、
ジ
ェ
ン
ミ
メ

ン
バ
ー
で
、
講
義
を
受
け
た
感

想
を
含
め
、
男
性
育
休
に
つ
い

て
対
話
。
取
得
促
進
に
向
け
て
、

自
分
自
身
で
何
が
で
き
る
か
を

一
人
ひ
と
り
宣
言
カ
ー
ド
に
記

入
し
、
発
表
し
た
。
（
全
員
の

宣
言
は
下
の
写
真
の
と
お
り
）

第
1
回
目
の
ジ
ェ

ン
ミ
は
男
性
育
休
が

テ
ー
マ
。
20
年
前
の

自
分
を
振
り
返
る
と
、

妻
が
育
休
を
取
得
し

て
い
る
の
で
、
自
分

が
取
得
す
る
と
の
考

え
に
は
及
ば
な
か
っ

た
。
そ
の
当
時
、
夫

婦
同
時
は
認
め
ら
れ

な
い
な
ど
不
十
分
な

制
度
で
も
あ
っ
た
。

2
人
の
娘
と
離
れ
、

寂
し
く
な
っ
た
家
に

い
る
と
、
も
っ
と
育

児
を
す
べ
き
だ
っ
た

と
の
後
悔
は
否
め
な

い
。
よ
し
、
3
人
目

の
時
は
、
絶

対
に
取
得
し

よ
う
・
・
・

編
集
後
記「学」

父
親
が
育
児
の
た
め

に
休
み
を
取
得
し
や
す

く
す
る
、
改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
。

令
和
4
年
4
月
か
ら

段
階
的
に
施
行
。
4
月

か
ら
、
本
人
へ
の
個
別

の
制
度
周
知
、
休
業
取

得
意
向
確
認
と
雇
用
環

境
整
備
の
措
置
や
、
有

期
雇
用
労
働
者
の
取
得

要
件
を
緩
和
す
る
こ
と

が
義
務
化
さ
れ
た
。

10
月
か
ら
、
「
産
後

パ
パ
育
休
」
が
創
設
さ

れ
、
育
児
休
業
の
分
割

取
得
が
可
能
と
な
る
。

令
和
5
年
4
月
か
ら
、

常
用
雇
用
1
千
人
を
超

え
る
事
業
主
に
お
い
て
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得

状
況
の
公
表
が
義
務
化
。

取
得
の
メ
リ
ッ
ト

企
業
の
体
質
を
、
悪
循
環
か

ら
好
循
環
へ
変
え
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
取
組
ん
だ
男
性
育
休

取
得
促
進
。
人
材
育
成
と
人
材

確
保
に
対
応
す
る
、
経
営
戦
略

の
1
つ
と
な
っ
た
。
各
種
認
証

を
受
け
、
売
り
上
げ
が
増
え
る

な
ど
、
企
業
価
値
が
上
が
る
効

果
も
。
助
け
合
い
の
職
場
づ
く

津
曲

慎
哉
（
つ
ま
が
り
し
ん
や）
氏

42
歳

宮
崎
県
え
び
の
市
出
身

既
婚

２

女
１

男
の
父

改正育児・介護休業法

市内企業の現状

▲様々な立場から、男性育休について対話する様子

子供が生まれた男性
従業員285人中、育児
休業を取得または申
し出をしている従業員
は20人と、苫小牧にお
ける男性育休取得は
7.0%にとどまっている。

令和3年度男女平等参画に
関する企業実態調査より

①短期間の育休を含めてPR ②相談窓口になる ③サポートを
前向きに取り組める職場づくり ④全ての支援を応援し提案 ⑤
パパ育休を制度導入⑥気兼ねなく取得できる環境を整備 ⑦
生き方の理解・尊重⑧男性育休を応援⑨相手の立場とお互
いを理解⑩育休はハッピーになれると回りに伝える ⑪育休
期間の拡大に取組む⑫育休を取得し体験談を周知 ⑬必須
課題であることを意識の変革をあらゆる場面で発信（発表順）

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

⑬

男
性
育
休
の
促
進
に
想
い
そ
れ
ぞ
れ
。
行
動
を
宣
言
！

▲津曲氏の育休取得した実体験に基づく内容に、真剣に耳を傾けるメンバーの様子


